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合意書締結団体

寄贈締結団体  275団体
提供締結団体 343団体
行政・社協    62団体
市民団体    281団体

（子ども食堂・居場所・施設・
福祉関係）

フードドライブ回収拠点 344か所

賛助会員寄付状況

団体会員 220団体 710口
 710万円

個人会員  312人 1817口
 1,817,000円

寄付
2023年度 6,439,607円
累計    84,254,183円

寄贈食品計 25.4㌧

企業・生協等 15.９㌧

フードドライブ 6.1㌧

寄付金購入 3.4㌧

提供食品計 322回 21.5ｔ

行政・社協 59回 ２.8㌧

地域フードバンク 85回 7.9㌧

こども食堂等 145回 7.1㌧

施設・福祉・外国
関連

33回 3.7㌧

7月

基本情報 2023年度の累計（2022年度寄贈365㌧提供368㌧）

寄贈 91.7㌧前年同期比97.9％ 提供 94.9㌧前年同期比88.5％

出庫重量21.5㌧は前年比82％、
前月比103.6％。出庫重量は5月
以降前年を割る状況が続く。

入庫重量25.4㌧は前年比110％、
前月比134.5％。寄贈が少しずつ増
え、前年同期の寄贈量まで近づく。

提 供（出庫）

紙幅に限りがあり、
敬称略で報告します。

寄 贈（入庫）

○事業者寄贈
マルハニチロ（冷凍）、山崎製パン
（パン）、コカ・コーラ（飲料）、
日本アクセス（冷凍総菜）、相鉄
ローゼン（米）、ミツハシライス
（米）、日清オイリオ（サラダ油）
エバラ食品（スープカレー）、C＆
Fロジホールディング、三菱商事ラ
イフサイエンス、原田産業、ファン
ケル、花巻農協（米）、スタンレー
電気労組、日生協、ユーコープ

○防災備蓄品
横浜ゴム、鶴見大学、神奈川県市町

村振興協会、麻生総合高校、NEC多

摩川事業所、横浜ゴム

○フードドライブ

イトーヨーカドー（26店舗）、無印

良品（39店舗）、そうてつローゼン、

イオン、高島屋、スズキ自販湘南、

神奈川学生ボランティア連合・スズ

キヤ、山星屋、Kuradashi、サニー

ヒル横浜、神奈川信用金庫、金泉寺、

上行寺、東京炭酸、JC、三菱電機南

関東労組、JFE京浜労組、浜教組、

横須賀市、川崎労福協、西湘労福協、

湘南労福協、相模原労福協、厚木愛

甲労福協、ユーコープ、パルシステ

ム神奈川、生活クラブたかつデポ―、

他

○米一合運動/プロジェクト
JA横浜本店、JA横浜磯子支店、他

〇行政・社協・委託 33団体
横浜市・区社協、横浜ひとり親支援
（横浜市母子寡婦福祉会）、川崎市、
相模原市、横須賀市、鎌倉市、厚木
市、海老名市、秦野市、葉山町、川
崎市社協、藤沢市社協、平塚市社協、
綾瀬市社協、伊勢原市社協

〇地域のフードバンク 44団体
たすけあい、お福分けの会、カナ
ンキリスト教会、川崎医療生協、
クローバーまーけっと、さろんど
て、フードコミュニティ、神奈川
ﾌｰﾄﾞﾊﾞﾝｸ･ﾌﾟﾗｽ、報徳食品支援セン
ター、食支援ネットかながわ、コ
コロにたねまき、マモリヤ、ユナ
イテッドかながわ、FBふじさわ、
FB浜っ子南、他

〇こども食堂居場所等 89団体
SISA、青丘社、アフリカヘリ
ティッジコミュニティ、おむすび
の会、子ども食堂がじゅまる、ド
リームセンターこどもカフェ、ハ
レルヤ子ども食堂、ひまわり、金
沢こども食堂すくすく、満福うえ
のまち食堂、フリースペースたま
りば、横浜市立大学、他

〇福祉・病院・外国関係 31団体
街カフェ大倉山ミエル、ブラジル
Soridario、ＤＶ対策センター、カ
ラー、スマイルネットありがとう
たすけあいゆい、児童家庭支援セ
ンターかわわ、国際交流支援BP、
新倉ホーム､他

生活協同組合パルシステム神奈川
代表理事専務理事

❤一生懸命頑張っているつもりでも生活
が厳しいです。 できることをしているつ
もりですが、 ここから抜け出せません。 
ここで食料をいただくことがどんなに
有難いか… とても言い表せません。 😊

❤食品提供してくださっている方々のお
かげで、家計がとても助かっています。 
普段お菓子を買う余裕もあまりなく持っ
て帰るととても喜んでいます。😊

❤ ❤毎回、たくさんの支援をありがとうござ
います。コロナ禍は明けつつありますが、
物価は高騰し、それにもかかわらず賃金は
上昇せず、家庭の事情で実家に頼るわけに
もいかない学生はたくさんいると思います。
自分自身もそのうちの一人ですが、食の支
援の取り組みよって助けられています。
本当に心から感謝しています。😊

【新常務理事紹介】

網野 拓男さん

コロナ禍で職を失い転職や子どものことで
大変でしたが、周りの人に助けて頂き何と
かの乗り切ることができました。パントリーに
参加させて頂き感謝しています。

この度、常務理事に就任させていただきました網野です。

初めての方も多くいらっしゃると思いますが、どうぞよろ

しくお願いします。

まずは、6月14日第6回通常総会が大きなトラブルなく無

事開催できました事、フードバンクかながわに係わる方々

の日ごろからのご準備とご協力の賜物と感謝しております。

ありがとうございました。

実は、前日6月13日開催のパルシステム神奈川 第24回

通常総会にて、代表理事専務理事に就任させていただいた

ばかりでした。私自身は、30年前の当時首都圏コープ事業

連合（現パルシステム連合会）に1993年4月入協し、入協

後すぐの10年間と直近（2020年度～2022年度）のこの3年

間に産直に関わる部署及び組織を経験させていただき、

「人と人との結びつき」「環境や地域との調和」そして諦

めず「挑戦」することが如何に大切であるかを痛感させら

れました。こうした経験を活かしフードバンクかながわを

通じて地域共生社会づくりが一歩一歩進められるよう努力

してまいります。引き続きフードバンクかながわの活動に

ご理解とご協力を賜りますようよろしくお願いします。

食品を利用された方々からの「ありがとうの声」をご紹介します

mailto:info@fb-kanagawa.com


フードバンクかながわ
ホームぺージ

7月は多数の団体さんからの体験研修のお申し込みをいただき、おおぜいの方に
フードバンク事業をお伝えすることができました。倉庫での仕分け・精米作業を通して
皆様から頂いた食品がどのように活用されているか体験していただきました。
フードバンクの倉庫からお米が消える日々が続いています。一方でこの状況に対し
て個人の方からのご寄付はもとより、企業・団体様からの呼びかけなどにより、7㌧も
の米の寄贈があり、ご支援、ご協力の輪が拡がっています。このようにフードバンクか
ながわは「もったいないを分かち合い・ありがとうへ」の思いを共有する多くの皆様に支
えられています。

高島屋様フードドライブ

ユーコープ横浜南2エリア
親子体験にご参加の皆様 W.Coキャリーの皆様

中栄信用金庫様
開成支店でのフードドライブ

JA横浜たすけ愛の会の皆様
お米の寄贈とボランティア

三菱電機労組の皆様

サニーヒル横浜様より介護食
寄贈

JA横浜女性部様より
ご寄付をいただきました

相模原労福協様

かながわ信用金庫様

西湘労福協様

コカ・コーラ様より飲料の寄贈

スズキ自販湘南様

JFE京浜労組の皆様

山星屋様よりお菓子寄贈

横浜銀行様
親子体験にご参加の皆様

横浜市教職員組合の皆様
イベント開催が中止となり使
われなくなったお米を寄贈

JAM神奈川様よりご寄付を
いただきました

川崎労福協様

7月のフードバンク

体験研修

2023年度第1回政策研究会 2023年7月19日(水)開催

テーマ：日本のフードバンクが目指す視点 報告者：柳井健一さん
（中央労働金庫神奈川県本部/常務理事）

柳井さんが年4～5月に視察されたニューヨークブルッ
クリンを拠点に活動する2か所のフードバンクについてご
報告を頂き、今後フードバンクが目指すべき視点を提起
いただきました。

ま ず 1 カ 所 目 は 「 THE CANPAIGN AGAINST
HUNGER」。25年前にあるハンディキャップのある母と
4人の子どもたちへの支援活動として始まりました。企業
の支援を受けて地域で活動する比較的小規模なフードバ
ンクで、登録者が必要なものを選べるマーケット方式を
採用しています。敷地内の農園では野菜作りや鶏の飼育

も行う他、支援制度に
アクセスできない人へ
のサポートにも対応
しています。

もう1つは1982年に設立された全米最大の
フードバンク「CITY HARVEST」。大小25台のトラックが
24時間体制でニューヨーク中から食品を集め、大規模な倉
庫では2,000トンの食材がデータ化され、管理されているそ
うです。行政からの補助は一切なく、すべて大手銀行など
による寄付で賄っていることです。
視察を通して今後のフードバンクのめざす視点として柳

井さんが挙げたのは、「与えられるシステム」からスー
パーマーケットで買い物をするように「選べるシステム」
となっていくこと。もう一つは大企業や個人からの寄付を
広げていくこと。また、学校を拠点とした子どもたちの手
による米一合運動など、小さなエリアでの活動を広げてい
くことで持続可能な活動となるのではないかとのご提起を
頂きました。

日本青年会議所主催サマーコン
ファレンス2023「GROWTH PARK」
にてフードドライブを開催
（7/22・23 臨港パーク）

お米のご寄付をお願いいたします
✽米一合から何トンでもお受けします。
✽お金のご寄付やお米券もお受けしています。

⇑「THE CANPAIGN AGAINST HUNGER」でのマーケット方式の食品配付
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